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935 毛状 根の 培 養 と再 分化 に 関す る工 学 的研 究

（名古屋 大学生 物分子 応答研 究セ ン ター） 魚住信 之

毛状 根 とは植 物 ホル モ ン の 添 加 を必 要 と しな い で 増殖し ．葉 も茎 もない 根 の みの 遺伝 了

組み 換え 植物で ある ．一
見す る と こ の IU：の もの と思 えな い 不 思議な植物紐織 で ある 。植

物細胞の 培養と い え ば植物ホル モ ン 添加で 誘導 され る未分化細胞 （カル ス ）が 般 的で

ある．カル ス と 比較 した場合 。分化 し た毛 状根は根特異的な 目的産物の 回収に 有利で あ

り、物理 的強 度 、取 り扱 い 易 さ、遺 伝的 安定 性 の 点 で も特徴 を持 つ 。本研 究 は毛 状根 培

養の 確立 と毛状 根の 新規利 ET］法の 聞 発を 1」的 と した も の で あ る。
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　 植物 細胞 は合成培 地 で も増殖 して増殖 阻害 物 質 を 培養液 中に分 泌 しな い。 この た め 毛

状根の 培養 は動物細胞よ り細菌の 培養 に似て い る。 こ の 理 由か ら高密度培 養 を達 成す る

ため に 流加培養方法を用 い た。我々 が ⊥二夫 した 点は 従来植物細胞培養に 用 い る 糖源をス

ク ロ
ー

ス （二 糖類） の か わ りに グル コ
ー

ス な どの 単 糖 に した こ とと、金 属成 分量 は細胞

収 率 か ら求 めた修 正 MS 培 地 を硫加 した こ と で ある 。 こ の 結果、ニ ン ジ ン毛 状根 、ア ジ

ュ ガ 毛状 根 ともに約 30g乾 重fL に まで タ
ー

ビ ン 内蔵型 リ ア ク タ
ー

を用 い て 増殖 させ る こ

とが で きた 。 こ の 結 果か ら 毛状 根の 増 殖パ ラメ
ー

タ
…

の 細胞収率．維持工 ネル ギ
ーを簡

単な 式 を誘導 して毛状 根 で は初 めて 正確 に 求め た Ct
−−dS ！d’＝mX ←（dx！dt）Yc 　 （m ：維

持エ ネル ギ
ー

係数　YG ：細胞収率　X ：細胞量 　S ；糖量 　 t ：時 間）
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と　 　産 勿の 生産

　植 物の 増殖 と代 謝産物 の 生産 は 同時 に起 こ る こ と は あま りな い 。培養 にお い て は じ

め に 増殖さ せ て 、次に増 殖をと め て や れ ば 白然に代謝産物 生産期 に誘導 で き る （2 段

階培 養） 。 我々 は 増 殖 の 停 止に 細胞 内 リン酸 濃度 を低 く傑 つ こ と によ っ て 目的 とす る

代謝 産物が 細 胞内 に 蓄積 さ れ る こ と を 見つ け た。 し か し、現実 に は培養 中には細 胞 内

リン 酸濃度 を 測定す る こ と は困難で あ る 。そ こ で 毛 状根の 増殖パ タ…
ン 、 リ ン 酸 濃 度

と二 次代 謝 生産 物 の 蓄積 の デ
tt−一

タ か ら kmetic　mo （瀚 を構 築 した 。構 築 したモ デル 式 と

細胞 量 の 実 測値 （電気伝 導度） か ら、 シ ュ ミ レ
ー

シ ョ ン に て 細胞 内の リ ン酸 濃度 （含

有量 ） を椎 定 して 細胞 内 の りン 酸濃度 を 制御 す る こ とで 目 的代謝 産物 の 昆 虫脱 皮 ホル

モ ン を効 率 よ く多 量 に 蓄 積さ せ た 。

盛分化讎 宣堕 塑 垈 築

　研究 開始 時 に は 基礎，応用 を 含め た冉 分化に 関す る研究 の 中心 は カル ス の 再分 化 で 、

毛状根の 再 分化 に つ い て は 基礎科学的知識 と現 象の み が報 告 され て い る に過ぎなか っ た。

毛状根は カル ス と比較 して 長期間に渡 っ て 再分 化能力が維持され る 点や 再分化率の 面で

優れ て い る 場合が ある こ とを本研究で 見い 出す こ とがで きた。俄 々 の 経験で は毛状 根の

再分化能力 は 6 年 以 上安定 で あ っ たが 、 カル ス 由来 の不 定胚形成 はせ い ぜ い i 年か ら 2

年 が 限度で あ っ た。）毛状根はひ と続き の 根で ある た め、種 苗 と して 用 い る に は 断片化操

作が必 須 とな る。根の 断 片、不定 芽原 基 また は不定芽 を種苗と して 賜い る の が 相応 しい

と考え 、断片化 を行 う時 期 を決定 した。 3種類 の 組 織体 を効率よ く獲得するた め に各々

の 培 養条件 と小植物体 形 成効 率の 促 進 を検 討 し た．

　機械的に 大量の 毛 状根 を断 片化す る 方法を試み 、省 力化、機械化 へ の 方策を提案 した。

同時 に 、二 次代謝産物 の 含有量 が元 の 植物 よ り増 大 した 毛状根や レポー
タ

ー
遺伝子を導

入 した 毛状根 を作 成 して 、毛状根 か ら再 分化 植物 を生産す る こ と の 有効性 を示 した 。 本

種苗生産プ ロ セス の 研 究は 毛状根 の 新 しい 利用法 の 開拓に 寄 与した と考 えて い る 。
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